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新人看護師に対する教育体制づ く り

- 7 対 1 看護体制導入後の評価~

Bu i I d i ng an educat i ona l syst側 for nov i ces how to nurse 

�Eva l uat i on after i ntroduct ion of a 7-to-l nurs i ng syst酬~

西 5 階病棟 草間美穂 細田かず子

平成 20 年度の 7 対 1 看護体制の導入を契機に、 A 病棟の新人看護師教育体制を見直 した。 A 病棟

の新人教育体制プ ロゲ ラムは目標 M 到達目標が明確化されプ 的。 弘に沿って行なっていく こ と で一貫 し

た教育体制が取れる。 またプ ロゲ ラムの中の看護技術の把握のための 『夜勤前に習得すべき項目J r6 月

までに習得すべき項目J r自立度評価表J は段階的評価が出来るため、新人看護師に個別性のある指導

ができる。 さ らに倫理事例検討会は新人看護師自 らが事例をま とめて話 し合 う こ と で、 患者の思い

に寄 り 添って考える場をつ く る こ と ができ、 有効である。

キーワー ド

新人教育

I は じめに

教育体制 新人看護師の成長の評価

平成 20 年度の 7 対 1 看護体制の導入を契機に、 A 病棟の新人看護師教育体制を見直 した。 新人看

護師の人数が増えても一貫 した教育ができ、 個々の成長が評価できるプ ロゲ 弘作 り を 目 的と し、 年度

毎に改善を加えてきた。 今年度は倫理観 M 自立性 ・ 気付きなどの育成を重視 し修正を加え、 実践 し

て きたのでその経過を報告する。

E 用語の定義

1 ) 年間教育プ ログ ラム

新人看護師教育の年間計画表である。 『看護技術J r業務J r疾患の理解J r精神面 ・ 社会面J の 4 つに分

類された 目標が、 時期毎に 9 段階に立案されている。 また 4 つに分類された 目標に対 し、 新人看護

師 ・ プ リセプ ト ・ 病棟Ã;'ï71こ対する行動計画の一覧表になっている。

2) 夜勤前に習得すべき項目

夜勤前に習得すべき優先順位の高い看護技術を抽出 してある。 新人看護師が習得状況を 5 段階で評

価を し 『ひと り でできるJ を 3 回行い合格とする。
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3) 6 月 までに習得すべき項目

日勤業務でひと り 立ちする 6 月 までに習得すべき優先順位の高い看護技術を抽出 しである。 新人看

護師が習得状況を 5 段階で評価を し、 『ひと り でできるJ を 3 回行い合格とする。

4) 自立度評価表

「患者の優先順位J r業務の優先順位J r報連相J r自 己の看護技術の認識J r点滴業務J r内服業務J r患者

に対する配慮J r情報収集J r患者の問題点把握J r記録I r急変時の対応J r自主性j の 1 2 項 目 について、

時期毎の到達目標が記載されている。 目標に対 し、 新人看護師と河口一者が 6 閥暫評価を行ない、 出

来る こ と と今後の課題について記載する。

E 研究方法

1 平成 20、 21 年度の反省か ら年間教育プ ロゲ ヲムを改善する。

改善点

1 ) 教育プ ロゲ 弘を新人看関市、 プ リセ7. ;一、 樹制'�7各々に分けて立案 し一覧表にする

2) r夜勤前に習得すべき項目 r6 月 までに習得すべき項目 の表の使用

3) 自立度音刊面表で新人看護師の成長を評価する 12 項 目 に沿って到達目標を明確に しながら進める。

3 期に分けて年間計画表に組み込む

4) プ リ旬。 9ーが企画運営する勉強会の組み込み

5) 関連図を使用 した勉強会の開催

6) 新人看5艶市自身が事例を提示 した倫理事例検討

2. 独自に作成 した調査用紙を用いて改善点の 6 項 目 について平成 22 年度の当病棟の新人看護師 4

名プ リセプ ト 4 名Iコントト調査

W 研究期間

平成 22 年 4 月 1 日 ~平成 23 年 1 月 8 日

V 倫理的理慮

7ントトは無記名 と し対象者に書面で本研究の主旨、 参加の自由、 中断の保障、 プ ライ1\"" シーの厳守を説

明 し7ントトの提出 を も っ て同意とみな した。 また看護技術チzゆ表 開 t リセt ;-評価表の結果は個人が特

定されないこ と を書面で説明を して承諾を得た。

羽 結果

1 ) 教育プ ロゲ 弘の対象を新人看護師、 プ リセプ ト、 病棟対日各々に分けて立案 した こ と で行動レ ヘ川まで

の計画立案ができた。 プ リセプ トは早 く か ら 、 年聞の全体像が把握できた。

2) r夜勤前に習得すべき項目 r6 月 までに習得すべき項目 J の表を使用する こ と で、 新人看護師は優
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先すべき看護技術が認識できた。 また、 新人看護師ゲ リセプ ト共に、 抽出 した看護技術習得の目標

と 達成期 日 が明確にな り 、 プ リセプ トは指導計画を立案 しやす く な った。 しか し新人看護師自身は

目標を常に意識する こ と 、 プ リセプ ヲーは目標を意識するよ う に働きかける こ とが必要だった。

3) 自立度評価表を使用する こ と で、 新人看護師は自分に不足 している項目 が明確にな り 、 新人看護

師自身が自分の目標をE器哉できた。 プ リセプ ヲーは新人看護師の不足項目が明確になったため、 成長

段階にあわせて進める こ と がで きた。 病棟ス;'01ま、 時期毎に項目 の 目標が明確にな っているため

に、 指導する段階が把握しゃ く す く 、 プ リセプ トと今後の課題の共有が しやす く な った。 また、 自

立度評価表で評価 した結果、 夜勤導入を遅らせる こ と になった新人看護師 B か らは、 『悔 しかった

が、 マイナス思考にな らなかった。 む しろ頑張ろ う と いう 気持ちになったj と の意見が閣かれた。

4) 4 月 の勉強会は看護技術に関する こ と か ら優先的に行なった。 勉強会は勤務終了後に行なっ てい

たため新人看髄市は疲労が大き く 記憶に残 り に く かったが、 後日その看護技術を体験 した際に資

料が役立つた。 プ リセ1' ;ーは企画運営が大変であったが自分の知識の再確認ができた。

5) 関連図の勉強会は、 医師によ る疾患の勉強会と看器市lこよる看護の勉強会を行なった後に開催 し

た。関連図を作成する こ と は新人看護師とプ リセプ ト双方が、疾患の理解と;i!À;!ン卜能力を向上させ、

看護の根拠を考える場と なった。新人看護師は日頃の看護の根拠がわか り 、関連づける事ができ、

整理する機会にな った。 プ リセ70 ;ーは新人看護師の疾患 ・ 看護の知識の確認ができ、 プ リセプ ト自身

も看護の知識の再確認の場となった。

6) 新人看欝市自身が事例を提示 した倫理事例検討は、 日 々の業務に追われて精一杯だったなかで患

者の気持ちを考える事ができる機会 と な った。

四 考察

現行の新人看護師教育プ 口ゲ ラムは、 時期毎の新人看護師の 目標が明確にな り 、 また新人看護師、 プ

リセプ ト、 病棟ス;，，7それぞれの行動計画が明確化され、 全体像がわか り やす く な った。 また新人教育

プ ロゲ 弘に沿って行なっていく こ と で一貫 した教育体制が取れるよ う になった。

『夜勤前に習得すべき項目J r6 月 までに習得すべき項目 の活用で看護技術のなかで優先 して習得

する看護技術と達成する期 日 を明確にする こ とで、 新人看護師は目標を認識する こ とができたと考

える。 また、 内田は、 『自 己評価 回 他者評価をする こ と で、 看護師個人が自分の実践能力を客観的に

評価でき、 専門職と しての軒1)11'，1' 1こ向 けての励みになっているJ 1 と述べている。 今回 『自立度評

価表J で評価 した こ と は、 看護をするにあた り 、 必要な項目の実践能力を新人看護師自身が客観的に

評価する機会 と な った。 また夜勤導入が他の新人看韻市よ り も遅れた こ と も基準が明確であるため

前向 きに受け入れやすかった と考える。 『夜勤前に習得すべき項目 r6 月 までに習得すべき項目J r自
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立度吾謝面表J の活用によ り 段階的評価が しやす く 、各新人看護師の不足部分が把握しやす く な ったた

め個別性のある指導がしやす く なった。

勉強会の開催は、 プ リセプ トにと って 「教えるj と い う こ と が自分の知識の嬬患の場にな った。 先輩

看護師が講師を勤める こ と は看護師がケ7を客観的に捉えてそれを他者に伝えるための力を習得する

機会になる。 この教育経験が自 己成長につなが り 看護実践を知識の面か ら再学習できる。 また泉は

「先輩看護師が講師を担当する こ と は新人が先輩か ら仕事の実際を学び、看護専門職者と しての態度

を身に付けてゆ く 意識を持ち、 そ してリラックス して研修に参加でき、 先輩に聞 く こ と ができ る と いう認

識を持てた点で効果的であるf と述べている。 この こ とか ら 、 勉強会で講師をする先輩看護師は専

門職の野川と して学ぶこ とが多 く 、 また勉強会を通 して、 先輩看護師と新人看護師が交流を図れる

場にも なっ ている。 しか し、 4 月 の勉強会は体力的 関 精神的にも疲労が大きいので開催方法を検討

する必要がある。

関連図を作成する こ と は、 新人看護師に と って看護の根拠を考え整理する機会とな った。 これは

新人看護師が業務に慣れた秋か ら関連図作成を行ったこ と で、 日 ごろ行っている看護の根拠の輔君

の機会になったと考える。

今年度の新人看護師教育7。 日ゲ 弘の修正では、 倫理観" 自立性 ・ 気づきなどの育成を重視 した。 そ

のためには自己をみつめる機会を意図的に設ける こ とが支援と して必要である と考えた。杉本は 「自

己を見る 目 を養う には、 周囲の人の反応に敏感である こ と が必要である。 対人感受性を高めるため

には、 今の状態への気づ、き、 自 己感情への気づき、 他者への気づきな どに自 ら気づ く こ と が、 自己

の態度や行動を適切に選択 していく こ と になるJ 3 と述べている。 今回、 倫理事例検討を開催 したこ

と で、 新人看護師自身が自分の感情をみつめ、 さ らに関係 している他者がどのよ う な感情を持った

のかを考え、 自分の価値観と 患者を含めた他者の価値観の多様性に気づ く こ とができた。 また看護

者と して、 患者家族にどのよ う な行動や言葉かけをする こ とが望ま しいのかを考え、 自分の感情や

相手の感情を整理する機会とな った。 近年の新人看護師の傾向 と して永田は、 「育った時代背景か ら

ヨミ1ニトション能力の不足や社会人と してのマナー、 仕事に対する心構えが不足 しているf と述べている。

そのため、 倫理事例検討会で先輩看護師、 新人看護師がJhニケーションを と り 、 その中で自 己や他者の感

情に気づ く 機会を持つこ と は倫理観 ・ 自立性 ・ 気づ、きを育成する点で有効で、あった。

四 結語

1 ) 新人教育体制プ ロ't 弘は目標 周 到達目標が明確化されプ ロゲ 弘に沿って行なっていく こ と で一貫 し

た教育体制が取れる。

2) r夜勤前に習得すべき項目 r6 月 までに習得すべき項目 J r自立度評価表j の活用によ り 段階的評価
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が出来るため、 新人看護師に個別性のある指導ができる。

3) 倫理事例検討会は新人看護師自 らカ湾例をま と めて話 し合 う こ と で、 患者の，思いlこ寄 り 添っ て考

える場をつ く る こ と ができる。

区 おわ り に

A 病棟は外科病様であ り 点滴業務が多 く 時聞に追われる こ とか ら 、 看護技術の習得と業務を安全

に効率良 く 遂行する こ と を重視 した教育体制であった と考え られる。 そ こ で、 今年度は倫理観 ・ 自

主性 ・ 気づきなどを育成できる工夫を加え、 新人教育プ 日ゲ ラムを修正 した。 3 年前に初めて このプ ログ

ラムで教育された新人看護師が、 来年度は指導的立場で使用する。 来年度一年かけて今年度修正 した

プ ロゲ 弘を再評価 したいと考える。
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